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生産性向上（業務改善）に資する

ガイドライン
～より良い職場・サービスのために今日からできること～





はじめに

これから日本は超高齢者急増時代を迦える。85歳以上人口は、2035年に1,000万人を

超えるまで、急速な増加を続けていく。その後も2042年まで超高齢者数の微増傾向は継

続する。介護予防の取組進展により、年齢階層別に見た要介護発生率が低下する成果を一

定程度は期待できるにしても、年齢階層が上がるにつれ要介護発生率が加速度的に高くな

る加齢の影響は防ぎえない。よって、85歳以上人口急増により、要介護者が著しく増える

近未来を想定すべきである。

こうした趨勢に対応し、介護職が専門性の高い介護を受け持つためにも、元気高齢者を

含めた地域力を活かした生活支援の準備も求められる。一方で20-64歳の数は2020年か

ら2042年の間に、約6,840万人から約5,380万人と2割以上減少すると予想されている。

その中で医療 ・介護職を増やしていく必要性は言うまでもないが、介護サービスの生産性

向上は絶対に不可欠である。

ただし、介護分野における業務改善•生産性向上には明白な上位目標、すなわち「介護

サービスの質の向上」が存在することを忘れてはならない。仕事の実際の負担と負担感の

双方を減少させ、ムリ ・ムダ ・ムラをなくすなどは、直接の成果指標と考えられるものの、利

用者にとってのサービスの質向上に結びついてこその改善努力と言えるのである。

わが国では、医療·介護•福祉等の専門職による協働体制とまちづくりを含めた地域包

括ケアシステム構築が各地で進められている。その進展を前提とした上で、鴨実な業務改

善を通じて…従事者1人当たり労働時間増大を伴わずに…生産性を向上させるために役立

っ、指針がこのガイドラインの作成目的である。

ガイドライン改訂版では、新たに開発された業務時間見える化ツール、課題把握ツー

ル、eラーニングツールなど、業務改善を実際に進める上で役に立つ様々なツールが示さ

れている。

なお、第一版でもふれたように、各事業所における生産性向上プロジェクトは、現場の

従事者が前向きな気持ちで取り組めなければ、計画倒れに終わってしまい、実効性を伴わ

ない可能性がある。業務改善活動を通じ、各従事者分の働きがサービス利用者、地域、ひ

いては社会に役立っているとの実感を高め、「業務改善の成果が上がると楽しい」と発見

できるプロジェクト設計が望まれる。

このガイドライン改訂版が、介護事業の経営者、事業所管理者、現場責任者、そして現場

で働く方々によって活用されることを期待する。

埼玉県立大学・慶應義塾大学

田中 滋





第3章 業務改善の取り組み事例

＂業務改善の取り組み事例一覧
以下は実際に業務改善を行った施設・事業所の一覧です。実際にどのような業務改善を行ったか、今後

の貴施設・事業所での業務改善を行う上で、参考にしてください。
なお、ステップ1~3を踏まえて実際に取り組んだ業務改善は、施設・事業所と協議をして、複数ある問

題点・課題の中から、実施までの準備期間や日常業務との整合、施設・事業所の既存の取り組みとの関連
性などから、選択して実施したものです。このため、サービス種別においての先進的な取り組みとは限らな
いことに注意してください。

図2288　　業務改善のの取りり組みみ概要一一覧
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取り組みの概要 I 

株式会社ウッディ（訪問看護ステーションは一と）・ 地 事業所間の夜間専従看護師の配置による夜間コール負担
底会社コノマチ（青戸訪問看護ステーション） 域 の軽減と多様な働き方の試行

届l置！l
R1 7 

公益社団法人川崎市看護協会 法 タブレット端末導入による情報共有と夜間オンコールの法
H30® （訪問 看護ステーション井田・

人 人内事業所間連携対応による負担軽減・効率化
かわさき訪問箸護ステーション）

社会医療法人敬和会（大分豊寿苑訪問看護 法
H30® ステーション）•株式会社ライフリー （訪問看 地域で利用者の情報共有を行い、利用者の状態と事業所の

護ステーション楽） 人 機能に応じた利用者の受け入れを実施

医療法人社団心和会（大和田訪問看護ス 地 コミュニケー ションツ ールを活用した事業所間連携（利用
R1 

® 

丁ーション等）•医療法人社団澄乃会（向日’ 者受け入れ、研修会案内等の所長間連絡、事務相談、看護ナ ーススァ ー ション）・有限会社ケア ー

（ワールド訪問看護ステーション）他 域 処置相駁）

社会医療法人禎心会 （訪問看護ステ ー

R1 
® 

ション禎心会東・訪問看護ステーション禎 法
心会北） ・社会医療法人社団愛心館（来夢 人

事業所間の標準看護計画の共同作成と共有

ライン訪問看護ステーション）

医療法人伯鳳会看護小規模多機能型 ＇ 看護小規模多機能の管理者の役割や業務を見直し、運営体 R1 
® 居宅介護ライ フ サポートナース向島 制の再構築を行 う

株式会社ことのは医療研究所 ！ 看護小規模多機能の管理者が多忙な場合に起こりがちな、 R1 
® 

看護小規模多機能型居宅介護 職員が抱える課題や不安を解消
ゆきのいろTHEはうす

有限会社サカコーポレーション ＇ 記録やスケジュール管理のための書式導入により業務を可 H30 ◎ 
看護小規模多機能センターJI I内 視化し、利用者へのサー ビスの質向上を目指す

公益社団法人香川漂看護協会 事
業
所

業務工程の見直しによる職員の負担軽減 H30 ◎ 看護小規模多機能型居宅介護在宅
ケアステーションみちしるべ

株式会社リープ ！ 担当チーム制の導入・インカム導入により、利用者に応じた H30® 
看護小規模多機能型居宅介護わいは 個別ケアの実現を目指す

有限会社志宝 ヒーリングライ フ 志宝
事
業
所

情報伝達方法を見直し、計画作成担当の負担を軽減する R1 ◎ 
セントケア東北株式会社事

業
所

看護小規模多機能における服薬管理業務プロセスの改善 R1 ◎ セントケア看護小規模仙台中野

社会医療法人財団慈泉会 ＇ テレビ会議を導入しサテライト事業所間の移動時間の短縮
R1 

® 相澤地域在宅医療 支援センター と情報共有の活性化により、業務負荷軽減・リハビリテー

ションの質向上を図る

一般社団法人是真会 I 動画等を活用したリハビリテー ション会議の運営による業 R1
® 

在宅支援リハビリテー ションセンター
務負荷の軽減と参加者の理解度向上

ぎんや 訪問リハビリテーション銀屋
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園59 訪問リハビリテーションサービス事業所の業務と各取編事例

居宅介護支援事業所・
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